
　
「
胸
は
苦
し
く
な
い
で
す
か
」

「
き
の
う
家
族
は
来
て
く
れ
た

の
？
」
。
太
く
、
張
り
の
あ
る

声
が
宍
棟
に
響
く
。
患
者
に
親

し
く
言
葉
を
掛
け
、
顔
を
の
ぞ

き
込
む
目
は
に
っ
こ
り
。
患
者
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(Ａアジア医師連絡協議会

ＭＤＡ）事務局次長
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津曲　兼司さん（36）

　　（岡山市佐山）
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の
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
、
ア
ジ
ア
十

三
力
国
の
医
師
四
百
人
余
で
構

成
。
海
外
で
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
津

曲
医
師
は
事
務
局
次
長
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
本
部
が
あ
る
岡
山
市
楢

津
、
菅
波
内
科
医
院
の
副
院
長

で
も
あ
る
。

　
　
一
月
下
旬
か
ら
約
二
週
間
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
内
戦
と
干
ば
つ
で
飢
餓
に
か
す
め
る
。

苦
し
む
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援
の
　
千
葉
県
松
戸
市
出
身
。
「
卒

た
め
、
隣
接
の
ケ
ニ
ア
、
ジ
ブ
業
、
就
職
と
い
う
決
ま
っ
た

チ
に
飛
ん
だ
。
「
病
気
が
ま
ん
コ
ー
ス
を
歩
む
よ
り
、
自
分

延
し
て
い
る
。
車
を
使
っ
て
の
に
合
っ
た
道
を
探
し
た
い
」

巡
回
診
療
な
ど
が
必
要
だ
。
安
と
、
東
京
外
語
大
を
中
退
し

全
が
確
保
さ
れ

な
い
と
難
民
は

帰
国
で
き
な

い
」
。
現
地
の

様
子
が
脳
裏
を

昭
和
五
十
四
年
四
月
、
ケ
ニ

ア
に
留
学
。
一
年
半
の
間
、

語
学
や
政
治
、
文
化
な
ど
を

学
ん
だ
。

　
帰
国
後
、
秋
田
犬
医
学
部

に
入
学
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
前

身
、
全
日
本
ア
ジ
ア
医
学
生

連
絡
協
議
会
に
所
属
。
ア
ジ

ア
の
国
々
に
渡
り
、
医
学
生

と
交
流
を
重
ね
た
。
平
成
元

年
五
月
、
医
師
に
な
る
と
同

時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
参
加
。
三

年
の
夏
、
苛
波
茂
代
表
（
四
九
）

に
捕
わ
れ
て
、
翌
年
一
月
に

は
岡
山
へ
移
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
救
済
の
た

め
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
出
向

き
、
診
療
や
衛
生
教
育
に
当

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昭
和
五
十
九
た
っ
た
。

年
八
月
の
発
足
以
来
、
戦
争
　
　
「
国
境
と
い
う
枠
は
便
宜

や
政
情
不
安
、
災
害
な
ど
に
的
な
も
の
。
枠
を
引
く
と
す

見
舞
わ
れ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
れ
ぱ
そ
れ
は
民
族
と
か
国
で

リ
カ
の
約
十
力
国
に
医
師
、
は
な
く
て
、
人
類
だ
」
。
身

看
護
婦
ら
を
派
遣
し
た
。
津
長
一
八
○
吋
、
体
重
八
六
♂

曲
医
師
は
主
に
救
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
案
な
ど
を
手
掛

け
て
い
る
。
昨
年
四
月
に
は

医
療
通
じ
国
際
貢
献

お
　
年

寄
　
り

を
　
診

察
　
す

る
　
津

曲
　
医

師

ソマリアなど難民救援

の
が
っ
ち
り
し
た
体
格
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
口
調
に
｛

段
と
熱
が
入
る
。

　
「
自
分
に
は
技
術
が
な
い

・
：
」
。
か
つ
て
ケ
ニ
ア
で
味

わ
っ
た
も
ど
か
し
さ
。
そ
こ

を
原
点
と
し
て
、
医
学
の
道

を
選
び
、
医
者
と
し
て
日
常

業
務
と
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
情
熱
を
傾
け
る

生
き
方
は
、
は
つ
ら
つ
と
し

て
い
る
。

　
「
助
け
る
と
い
う
の
で
は

な
い
。
対
等
の
立
場
。
私
た

ち
が
海
外
に
行
く
と
、
た
く

さ
ん
の
も
の
を
現
地
の
人
々

か
ら
得
ら
れ
る
。
そ
の
人
た

ち
が
医
師
、
医
薬
品
が
な
い

こ
と
で
生
命
が
危
ぶ
ま
れ
、

脚
気
で
苦
し
ん
で
い
る
と
す

れ
ば
、
何
か
お
返
し
し
た
い
。

そ
れ
だ
け
」

　
医
療
を
掲
げ
た
国
際
貢

献
。
そ
の
拠
点
は
岡
山
で
あ

り
、
目
は
岡
山
か
ら
世
界
へ

と
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
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